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明石市生涯学習センター及びあかし男女共同参画センターの 
管理運営状況報告(２０２２年度） 

施設所管課 市民生活局市民協働推進室

コミュニティ・生涯学習課 

１ 指定管理者 

(1) 指定管理者 一般財団法人明石コミュニティ創造協会 

(2) 指定期間  ２０１７年４月 1日～２０２３年３月３１日 

(3) 管理体制  財団職員２８名（正規職員１１名、パート職員１７名、他業務との兼務職員１０

名含む） 

 

 

２ 評価項目 

 (1) 利用者アンケート 

  ①ウィズあかし利用者アンケート調査結果 

（実施期間：２０２３年３月１日～３月３１日 回答数：３３９件）  

※ 複数回答の場合、総和は 100％を超えます。 

  ②利用者からの主な要望とその対応等 

・和室に椅子の追加を用意してほしいとの要望に対し、和室貸出用のパイプ椅子（最大 5脚ま

で）を用意した。パイプ椅子利用の際に畳が傷むので、ゴザを敷いた上での利用を依頼してい

く。 

・隣の部屋の音が大きい。どんどん音がして昨年から気になるとの意見があり、意見をいただ

いたその日に声や音が気になることを直接伝えた。併せて今後の利用の際に同じようなことが

あれば注意することを伝えた。 

 

 (2) 事業達成度 

  ①事業・業務の実施状況 

運営業務 ＜開館日数：３１０日 総入場者数：１９６，８０５人＞ 

・館内 5 か所に意見や要望を記入できるように机を常設し、利用者が意見や要望を発信

しやすい場を設けた。 

・ＷＥＢ予約や抽選を推進するため、ディスプレイを窓口に設置し、予約・抽選方法な

どの動画を流す取り組みを始めた。 

・ＳＮＳの特徴である「拡散力」を活かすために、発信の回数を増やすことと多様な視

点で発信できるように意識しながら継続的に情報の提供を行った。 

・紙媒体として、テーマに合わせてデータやそれに関する本の紹介を掲載するパスファ
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インダー（道しるべ）と、市民が明石のまちなかでの活動や学びにつながるためのイベ

ント情報誌（Ru、Ru、Ru）などを発行することで、来館者が気づきを得るためのきっか

けづくりに努めた。 

維持管理業務 ・職員による毎朝清掃作業の実施や清掃スタッフを定期的に巡回させ、施設利用直後に

清掃を行った。 

・適切な保守・点検を定期的に実施し、円滑な施設の管理運営を実施した。 

・施設老朽化の状況を把握し、設備に不具合があれば修繕を行うなど適切に対応した。 

実施事業  

・合計２５事業を実施。主なものは以下のとおり（一部延べ人数）。 

⑴生涯学習事業の推進 

あかし楽講座（オンライン受講併用）:「聞く」と「体験」

で学びを深めるようフィールドワークなどを取り入れた。 

９講座実施、 

受講者：６７名 

ウィズフェス 2022キックオフミーティング 
参加者：９０名(団体

７１団体) 

ブックスポットミーティング：本を通じた交流の場のオーナ

ーや参加者との事例紹介や情報交換でお互いの学びの場 

１講座実施 

参加者：１２名 

広報スキルアップ講座:市民講師の人材育成の一環 
１講座実施 

参加者：６名 

講師カタログ 2023 作成:市民講師に関する情報提供により

多様な市民講師による学びがまちなかに広がるきっかけを。 
掲載者数：３３講師 

 

⑵市民活動の支援及び地域、行政との協働の推進 

ウィズフェス 2022：出展者でｽﾍﾟｼｬﾙﾁｰﾑ「ﾌｪｽｺﾐ」を結成し、

出展者間のつながりやコラボを意識した出展を目指した。 

２日間実施、 

来場者：約１，６００名 

登録団体制度 １７２団体 

フリースペースでのイベント 
実施：１９７件、 

来場者：２，９３９名 

第 1回「ウィズゆう」（オンライン参加併用） 

登録団体間の情報交換や交流する機会の提供 
３５団体・３７名参加 

第 2回「ウィズゆう」（オンライン参加併用） ４０団体・５０名参加 

第 3回「ウィズゆう」（オンライン参加併用） ２２団体・２４名参加 

 

⑶男女共同参画・女性の活躍推進 

きっかけとしての多様なｻﾛﾝの実施事業：

生きづらさの要因を正しく知り、自分に合

った対処法やケアを理解、習得を目的 

「コラージュで自己表現」 

５回開催、参加者：３１名 

多様性に関する普及啓発事業 
「ＨＳＰの良さを活かす考え方とｺﾐｭﾆｹｰｼ

ｮﾝ」等、５企画実施、参加者：５９０名 

ひとりひとりの自立を促す相談・支援事業 
「女性限定！はじめての資産運用講座」等 

５講座・セミナー実施 参加者：１１９名 

ワークライフ・マネジメントについて考え

る機会提供事業 
「起業準備セミナー」 参加者：８名 
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⑷市民活動団体や女性活躍推進に係るネットワークとの連携 

兵庫県 「LGBTQ＋/SOGIE講座」等 ３企画実施 

ハローワーク 
「働きたいママの再就職準備セミナー」 

実施 

明石商工会議所、明石市産業振興財団、日

本政策金融公庫 
「起業応援セミナー」実施 

 

⑸生涯学習、市民活動、男女共同参画が連動した事業 

複合型イベント・講座（オンラインによる

交流機会支援） 

「はじめてのＺＯＯＭ体験会」 

参加者：２名 

クロスカフェ:他者との共有を通じて自己

肯定感を高める場、多様な人とつながり、

新しいものに出会う場 

「おとなのぬりえサロン」等、４企画実施、

参加者：２７６名 

本をツールとした集まりの場 
「本をとおして自分と向き合う時間」 

５回開催 参加者：５５名 

 

⑹各種相談 

生涯学習・市民活動について 
相談：３４９件（昨年度の 2.4倍）、コー

ディネート：７３件（昨年度の 1.8倍） 

女性のための相談 電話：８５１件、面接２２４件 

女性のための法律相談 相談：４２件 

就業相談 

電話：２１件、面接２７２件 

若年層や発達障害を持つ方などに新たに

「ＯＨＢＹカード」を活用 

夜の就業相談 面接：２件 

履歴書・職務経歴書の作成相談 相談：６２件 

カードで発見!適職のヒント 相談：７２件 

出張就労相談（子育て支援センターおおく

ぼ・にしあかし・うおずみ） 
相談：２７件 

女性のためのチャレンジ相談 面接：１６件 

男性のための電話相談 相談：３０件 
 

その他業務 ・神戸学院大学/大学院心理学部の現場実習施設として、実習生の受け入れを行った。 

・あかし若者サポートステーション利用者を対象に、ボランティアの場を月１回提供し

た。 

・相談員や職員の能力向上のために外部研修を行った。次年度からスタート予定のグル

ープ相談に向けて、ファシリテート技術を学んだ。 

  

 ②施設等の利用状況 

実施状況（実績） ２０２２年度 ２０２１年度 ２０２０年度 

利用者数（有料施設） 

利用回数 

１５１，１４６人 

 ８，０３３回 

１０７，１８０人 

 ６，７３３回 

８４，９３２人 

 ５，４８１回 

稼働率   ６５．４％   ５４．７％   ５０．２％ 
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  （参考）２０２２年度 各貸室の利用状況 

  稼働率（％） 利用件数（件） 利用人数（人） 

学習室 701 70.9 846  14,067 

学習室 702 75.6 541 6,335 

学習室 703 73.8 594 8,988 

小計 
72.8 

（目標 68.0） 
（2019 73.4） 

1,981 29,390 

学習室 704 73.2 704 28,497 

学習室 801 79.1 809 19,624 

学習室 802 73.3 608 8,943 

学習室 803 71.2 572 11,507 

学習室 804 77.7  592 3,777 

学習室 805 67.4 535 2,770 

調理実習室 36.1 258 3,885 

和室 51.3 418 4,486 

子午線ﾎｰﾙ 54.4 286 32,230 

ﾘﾊｰｻﾙｽﾀｼﾞｵ 44.9 353 3,444 

音楽練習室 1 70.6 621 1,661 

音楽練習室 2 34.6 296  932 

小 計 
63.3 

（目標 58.0） 
（2019 63.4） 

6,052  121,756 

合 計 65.4  8,033  151,146 

 

 

 (3) 事業収支  

  ①収支状況                          （単位：千円） 

項目 ２０２２年度 ２０２１年度 ２０２０年度 

収入合計(A) １４１，２６９   １２５，２６２   １１９，２４６   

内訳 

指定管理料 ９５，８１７    ８８，８１７    ８９，３００    

利用料収入 ４４，２１９    ３４，０３８    ２３，２２７    

実施事業収入 

    １，１９９ 

（内 指定事業 

４６１、独自事

業７３８）   

    ７４８ 

（内 指定事業 

２７１、独自事

業４７７）   

    ７２４ 

（内 指定事業 

３２４、独自事

業４００）   

精算返戻金 △１，１６８              ０            ０       

その他収入   １，２０２      １，６５９      ５，９９５    
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支出合計(B) １４３，２８２   １２６，８３１   １１８，９３２   

内訳 

人件費   ５２，３０９     ５５，３００      ４９，７４９    

管理費（事務費、物件費、

一般管理費を含む） 
  ８２,２３８      ６２，５８６       ６１，６２７  

負担金      ４２５         ２６５         １４５    

実施事業費 

   １，６２２ 

（内 指定事業

１，１６８、独

自事業４５４） 

    

   １，７５３ 

（内 指定事業

１，３１９、独

自事業４３４） 

    

   １，７５３ 

（内 指定事業

１，２２８、独

自事業５２５） 

    

公租公課   ６，６２２   ６，９２６   ５，６５７ 

その他支出      ６６             １               １  

収支(A-B)   △２，０１３  △１，５６９   ３１４ 

  

②市の使用料等の収入状況                    

  なし 

 

 

 

 

３ その他評価の参考となる特記事項 

・8階印刷室にコインベンダーを 3月下旬に導入し、利用者のニーズがあった、料金支払いから領

収書発行まで自らできるようにした。そのことにより利用者の利便性を向上させた。 

・電気料金の高騰に対応するため、館内照明ＬＥＤ化を進め、3月末現在で 370か所のうち 356か

所を完了させた。 

・あかし学実行委員会を設け、あかし楽講座について、歴史の視点だけでなく、多様な視点から明

石のまちの魅力に気づき、愛着を持ち、市民がまちに関わりたいと思える機会にするため、次年度

以降のリニューアルを目指している。 

・今年度は、参加者やサポーターの交流機会を設けつつ、参加者等のステップアップを目指す「ウ

ィズフェス 2022」を開催するにあたり、参加者（団体含む）やサポーターが企画・運営に参加する

機会を与え、「ウィズフェスをみんなで一緒につくるもの」という意識を持つように促した。 

・ウィズあかし運営委員会を引き続き設置、開催し、センター運営への市民参画できる機会を提供

した。また、ウィズあかしサポーター制度を継続し、市民が主体的に運営に参加できる機会を提供

した。 

 

４ 所管課総合評価 

・利用者アンケートの顧客満足度において、満足が、64.0%、やや満足が 23.9%となり、良好な結果

が得られた。事業達成度では、2019年度貸館稼働率 65.7%とほぼ同様の 65.4％にいたっており、2021

年度と比較すると、稼働率 10.7％の増、貸館利用者 43,966人の増となっている。事業計画で示し

た目標値を上回り、新型コロナウイルスの影響がほぼなくなったことを数値が表している。 

各事業において、参加の間口を広げる仕組づくりとして、引き続きオンライン受講と会場受講を

併用している。また、事業の中に参加者やサポーターの交流機会を組み込み、新たなつながりづく

りの機会を設け、参加者同士の学び、気づきを深める工夫を行っている。 
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館内各フロアにチラシラックを設置し、イベントや講座等の情報提供行っているが、新たに８階

に情報ブースとして、市内で開催されるイベントや活動の情報を集約したコーナーを設置するなど、

概ね事業計画どおり適正に実施されている。 

その結果、利用者アンケート内容（複数回答可）が、「新しい知識・情報を得た」42.5%、「生

活が楽しくなった」24.2%、「友人や知り合いができた」18.9%、「生きがいを持つことができた」

14.2%、「健康になった」9.4%と示すように、センター利用をきっかけに利用者に前向きな変化を

与えることとなった。 

・施設維持管理業務においても適時適切に実施され、効率的・効果的な施設管理に努めている。施

設の老朽化に伴う課題もあるが、引き続き市と協議の上、適切な対応を求めていく。 

・職員研修、個人情報保護や安全面での対応については、各種の取り組みを行っており、適正に実

施されている。 

以上のことから、２０２２年度において、指定管理者による適正な管理運営がなされていると判

断する。 

 


